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英語表現Ⅰ

EXCEED English Writing （三省堂）

項　　　　目

LESSON 37

中間まとめ

LESSON 31

対照を述べる説明、問題演習をし、住居について
日本と欧米の違いを述べる文章を書く。

LESSON 30

まとめ

授業の概要、評価方法について説明する。
予定･意図を述べる表現の説明、問題演習をし、
自分の到着予定を伝える手紙を書く。

必修 演習･後期 履修単位

学年 単位・時間

2CB 1･90分

副担当教員

参　考　書

教　科　書

関連科目

授業評価・理解度

全体の学習事項のまとめと授業評価アンケート
を行う。

教　員　名

科　　　　　　目　　　　　　名

英語表現Ⅱ：English ExpressionⅡ

古川みき：FURUKAWA Miki

科目コード

3025

必修・選択 授業形態 単位種別

LESSON 36

感謝を述べる表現の説明、問題演習をし、プレゼ
ントに対するお礼の手紙を書く。

例示を述べる表現の説明、問題演習をし、日本
の正月を説明する文章を書く。

理由を述べる表現の説明、問題演習をし、就きた
い職業とその理由を述べる文章を書く。

LESSON 34
空間配列を述べる表現の説明、問題演習をし、
公園の配置を述べる文章を書く。

賛成･反対を述べる表現の説明、問題演習をし、
高校生のアルバイトに対する賛否の意見表す文
章を書く。

手順･方法を述べる表現の説明、問題演習をし、
料理の作り方を説明する文章を書く。

中間まとめとして中間試験を実施する。

謝罪を述べる表現の説明、問題演習をし、お詫
びのメールを書く。

LESSON 28

LESSON 33

LESSON 32

LESSON 27

ことばの機能や使われる場面という視点から、これに合う表現を取上げ、目的
や場面に応じたまとまりのある文章を書く力を養成する。

到　達　目　標

（１）目的、場面に応じたモデル文を、理解するこ
とができる。
（２）目的、場面に応じた文章を書くために必要な
表現を習得する。
（３）習得した表現を使って、まとまりのある文章
を書くことができる。

評　価　方　法

①中間試験35％　②期末試験３
５％　　③小テスト20％　④口頭試
問10％

授
業
概
要

JABEE基準１（１）(Ｇ)②

依頼を述べる表現の説明、問題演習をし、協力を
呼びかけるポスターを書く。

許可･禁止を述べる表現の説明、問題演習をし、
場所や施設に関する注意書きを書く。

LESSON 26

学習・教育目標

内　　　　　　容

授
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
画

導入、
LESSON25

備　　考 教科書は一年次より継続使用。

後　　　　　　　　　　期

誘い･提案を述べる表現の説明、問題演習をし、
友達を誘うメールを書く。

最終回に授業評価アンケートを行う。

矢次　綾：YATSUGI Aya

英和辞典･和英辞典

LESSON 29
お祝いと励ましを述べる表現の説明、問題演習
をし、お祝いのカードを書く。

LESSON 35


